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豊かな人生（創世記6:1-8）
　
皆さん、お金持ちになりたいですか。ひとりひとりどのような返事をするかに関係なく、全員yesだと思います。金持ちになることは、悪いことではありません。ただなぜなりたいのかが問題です。世の中では、経済的に、肉体的に豊かになれば人生は幸せになり、また安定するものだと固く信じています。経済の豊かさこそ、人生の豊かさそのものなのだと実は皆が信じています。そのような理解のもとで金持ちになりたいと願っているのではないでしょうか。しかし、私たちクリスチャンは、そのテーマに対して聖書に基づいて明確にしないといけないし、もしもそれでなければ今まで当たり前に刻印されている経済、肉体的な裕福さこそが人生の豊かさなのだという理解を修正しなければいけないと思います。その結果、経済そのものに対しての見解、見方も変わって来るのではないでしょうか。それが一回限りの人生を歩いて行く中で、本当に価値ある、意味ある人生を送ることにつながるものであると理解しています。確かに経済の豊かさというものは、多くのことを可能にすることは否定できません。皆さん自分自身も経験していると思うし、世の中がそのような流れ、構図でありますので、まず経済的に豊かな人に対しては、世の中の待遇というものが変わってくるのではないでしょうか。ものすごく分かりやすい例を申し上げますと、お金がある人は、飛行機に乗る時の椅子が違います。いつも飛行機に乗るときに、もう少し入口の手前の方の広い椅子に乗りたいなといつも思っているのですが、中々、そのようなチャンスは巡ってきません。なぜそこに座るかというと、お金をその分、払ったからです。お金にはそれほどの報いというものがついてくることに違いありません。また、その良い椅子に座る人は、チケットの手続きをするときにも並ぶラインが違います。だから、出入り口もお金によって変わってきます。それが世の中というところです。それほど金によってだいぶ待遇が変わってきてしまいます。そのことが終わった後も、お金のある人に対しては、フォローも変わってきます。誕生日になればプレゼントが送られてきたりします。エコノミーに乗る人には、そういうことはありません。このようにお金によって目に見えるように待遇がだいぶ違うので、皆がお金を求める気持ちは分かります。それは否定しません。
それから、お金があれば大抵の願いはかなえられます。それが世の中ではないでしょうか。何かやりたいことがあり、願いがあるのにもかかわらず、ときには大学に行きたいという思いがあっても、お金がないため、それが叶えられないまま就職の道を選ぶ場合もあります。お金さえ、その願いがちゃんと成就するはずなのにと、それほどお金にはパワーがあり、そのお金によって、経済によって、だいぶ願いは成就するものです。お金で買えないものなど、ほとんどないのではないでしょうか。格好をつけるために、お金で買えないものも世の中にはいっぱいありますと言っているのですが、ほとんど買えます。お金があれば、権力も買えます。政治家を動かすのもお金ではないでしょうか。お金があれば勉強ができない者でも学歴も帰るわけです。そうではないでしょうか。しかし、お金で人の心は買えませんと言っているのですが、お金があれば人も買えます。ほとんどの場合は。だから皆、お金、お金、経済、それを求めているのではないでしょうか。特別なケースはありますが、専攻を決める時１も、勉強するときにも、あとでこれがどれほど金になるのかということを計算して選ぶ人が多いです。自分がやりたいこともあるのでしょうが、それがお金につながらないと躊躇するわけです。結局、キーポイントは、経済、お金になってしまうのではないでしょうか。いつからなのでしょうか。今日、お読みしましたノアの時代からずっと続いています。お金で買えないものはほとんどないので、皆お金が好きだし、お金、経済を追い求めている気持ちは理解できます。
その結果、世の中では、「そんな言葉はあまり興味ありません」と皆、格好をつけて言っているのですが、実はお金万能主義、経済至上主義がこの世の中の流れであり、この世を支配することになりました。皆がお金を求めるから、経済の豊かさを皆が文句なしで求めているわけなので、それが蔓延するようになりますと、世界中、世の中が、国と民族と関係なく、経済至上主義に走るしかありません。その結果、経済そのものが神格化されるようになります。経済が、神になります。お金が神になるしかありません。そして、いろいろな宗教や、特に偶像などを作るときに、人間の手で作り上げるのですが、それで神々と言っているのですが、実はそれが神ではなくて経済そのものが神になっていて、その経済を助けるための道具として偶像を作るわけです。それに効果がありそうなものだと思って作ったのに、あんまり効き目がなさそうだと思うと、もう一つ作るわけです。それでどんどん数が増えるようになり、それで八百万と言われるところまで行ったのです。なぜそんなに数が多いのでしょうか。経済がもはや神になっているわけです。よく吟味して、その神社やお寺や偶像崇拝の中身をよく見てください。そこにお願いをして、このようなお願いがこの神社、あのお寺では叶えられますと、祈祷会や祈願祭をやっているのを見ていてください。結局は、お金なのです。つまり、今日の聖書に出ているように、経済は悪くありませんが、結局、経済の良さ、経済の魅力というものに皆、酔いしれることによって、経済を神にしてしまった結果、必ず偶像に走りネフィリムの時代を作るしかありません。ネフィリムというのは、上から下に落ちたという言葉の名刺です。上から落ちたものという意味です。それはサタンのことを意味します。結局、その裏にそのような力が動いていて、皆を経済の奴隷にしてしまうのです。目的は、まことの神様、本物の神様に会えないように、その神様から遠ざかるように、結局、神に敵対するものになるように、世の中をそのような流れにしてしまおうと裏でそのように動いた結果です。
そして、先ほども申し上げましたように、このような経済至上主義というものは、今の時代はグローバル化時代ですので、世界中、経済の程度が違うだけであって、思想としては皆同じです。グローバル化になって世界中が世の流れに走っている時代を迎えることになりました。もう一度申し上げます。経済、お金というものは、確かに事実、多くのことを可能にすることには違いありません。しかし、その魅力のゆえに結局は、ネフィリムを作りだすしかないことになってしまいました。その結果、私たちが吟味し注意して見ないといけないことが何かというと、経済の豊かさ、肉体的な裕福さは、襲いかかってくる災いに勝つことができません。皆、経済的に豊かになれば、何でもかんでもすべてがオールオッケーだと思うのですが、襲いかかってくる災いには勝てないのです。それが今日の聖書のお話しであり、歴史の証明です。経済がどんなに豊かになっても、個人的にも国のレベルにおいても肉体的に裕福になって、社会福祉制度などを儲けて工夫し、豊かな国造りを目指すことは悪くありませんが、それにもかかわらず、戦争と社会犯罪は減りません。なぜなのでしょうか。経済的に豊かになれば、国も人生も世界も安定して豊かになるはずではなかったでしょうか。しかし、それは全くの嘘です。歴史を少しでも振り返ってみると、あらゆる面で豊かになり裕福になりました。時代が流れることによって。だからといって戦争が減ったでしょうか。逆に、その豊かさを奪い合うことのために戦争は増える一方ではないでしょうか。経済的に豊かになるからといって、社会犯罪は減ったでしょうか。皆が経済的にあまりにも困窮しているので、犯罪が増えるとよく言っていますが、先進国に行ってみてください。だからといって、先進国に社会犯罪が減っているでしょうか。形が違うだけであって同じです。増える一方です。開発途上国に行くと、そこはそこなりの犯罪があります。実は、経済的な問題ではありません。専門家や政治家、コメンテーターはそのように言っているのですが、クリスチャンの私たちは気をしっかりして見つめ直さないといけません。実はそうではありません。少しだけでも考えて見れば、それは明らかなことではないでしょうか。豊かになれば犯罪が減るのでしょうか。昔、コンピュータゲームなどないときには無かった犯罪が、豊かになり皆が座ってゲームができる、座ってすべての通信ができるユタ漢時代になったことによって、今までになかった犯罪が増えるのです。もしかして私たちの思いの中に、経済の豊かさ、肉低的に裕福になれば人生そのものも豊かになり安定するという思いがあるならば、今日限りで全部消してください。嘘です。誰がそういう嘘を作り上げたでしょうか。空中の権威を持つ、世の流れを支配している目に見えない悪魔、サタンというものが、私たち人間をだましこんで自分の手に取り込んで操るために大きな流れを作りました。経済至上主義という流れです。もちろん、それに反対して共産主義の革命などが起こりましたが、それも正解ではありません。結局、裏返しますと同じ論理です。そして、経済がどんなに豊かになっても自然災害、また災いなどは防げません。減らすこともできないし防ぐこともできないのです。一般的な理論から見ても、自然災害というものは周期があって繰り返すようです。100年周期、30年周期がってと言われているのですが、その30年の間、100年の間、どれほど経済的に肉体的に豊かになったのでしょうか。それにもかかわらず周期的に訪れてくるもので防げないのです。皆がより豊かになって、より工夫すれば防げるのではないかと皆思い込んでいるのですが、そのような希望事項を持っているのですが、実際はそうではないのではないでしょうか。幻の中を歩いていてはいけません。しっかりと現実を見ないといけません。どんなに豊かになっても、技術も発展してお金があるから堤防を７メートルから17メートルに積み上げることもできます。だからといって自然災害を防ぐことができるのでしょうか。減らすことができるのでしょうか。正直に素直に率直にならないといけません。歴史の前で。
それから、豊かになれば私たちが想像をはるかに超える大きな事故などが相次いで起きます。昔と比べると経済的に豊かになったからこそ大きな事故が相次いで起きるのです。今回も橋が滑り落ちました。昔、韓国では橋が崩れ落ちたり、百貨店が崩れ落ちたりしました。このような事故が世界中、毎日起きています。防げません。災いなのです。自然災害も同じです。また、名前も全部覚えられないほど鳥インフルエンザやエチオピア、アフリカでのエボラとか、昔にはなかった新種の伝染病というものは、経済がどんなに豊かになってもどんどん増えるだけであって防げません。ワクチンがついて行けないほどです。ワクチンをやっとつくると、それでは効かないまた新しい新種の病気が流行るようになったりします。災いです。経済の豊かさ、それは魅力あるものであり、間違いなく便利であり良い待遇を受けることに間違いありません。でも、災いには勝てません。逆に、ある意味ではこのような傾向がありネフィリムに走るようになりますので、神の怒りを買うことになり、ノアの時代のように大洪水によって全人類が滅ぼされるような災いを招いてしまう結果につながりかねないものです。気を付けないと。周期的に訪れてくる自然災害、昔にはなかった災害もあるし、新種の病気や伝染病が流行るようになり、またあらゆる形の大型の事故が絶えません。なぜ経済的にこれだけ豊かになっているのに、それが減らないし防げないのでしょうか。経済そのものが悪いからではありません。どんなに経済が豊かになっていても今日礼拝をささげているクリスチャンの私たちはこの部分に対してしっかりとしていないといけません。人生の根本、人の根本は何も変わらないからです。つまり、経済の豊かさ、肉体的にどんなに裕福になっても、人間が抱えている原罪は解決できないものです。霊的なこの問題は解決できません。経済を動かす人間が変わっていないからです。

昔、福岡の方に行ったとき、ある留学生から「博士の論文に合格したのですが、なぜかむなしくて、むなしくて訳が分かりません」という相談がありましたので、その学生さんに聞きました。「普通は、留学までしてきて博士の論文が通ったならば万々歳するはずなのになぜそうなのか」「訳が分かりません」。それで聞きました。その人が書いた論文が環境改善という内容でした。「あなたが書いたこの論文どおりにすれば環境は改善されると確信しているのか」と聞くと、確信はないそうです。「それでは嘘ではないのか。環境改善のために頑張るということは、人間が当たり前にやるべきだと思う。しかし、どんなに工夫をしても変わらないのでは。それを正直に認めざるをえない現実ではないのか」。そして、論文というものは、勉強している人は分かるでしょうが、10年ぐらい経ちますとまた違う説が出てひっくり返されます。そういうことなので、たぶん喜べないのかもしれません。確信もないし。なぜ環境改善のためにこれほど頑張って皆が取り組んでいるのに環境は変わらないのか。悪くなる一方なのか。その答えが聖書にある。環境を悪くするものが人間だから、人間が変わらない限りは変わらないでしょう。でも、人間は変わりません。現在を抱えている者、神様から離れてどうにもならない霊的問題を抱えて生きている人間なので、キリストの他には人間が変わる道はどこにもありません。刑務所に10回も入ったり出たりしても人間は変わりません。滝の下で10年間修業をしても人間は変わる存在ではありません。それが原罪という問題です。この一番の根本の部分が変わらない限りは、経済の豊かさというものは逆効果になる場合があるのです。だから、原罪が解決できないどころか、先ほども申し上げましたように、人間が経済的に豊かになった魅力に惚れこんでしまうと、それが神だと勘違いするので、結果的には神に敵対する道具にしてしまいます。それがノアの時代のこの話です。よく吟味して考えて見てください。だから、イエス様の当時も、パリサイ人はお金も好きだしお金がいっぱいある人だったのですが、イエス様の周りに集まってくる人々は、皆貧乏な人ばかりでした。貧乏だからイエス様を信じるわけではありません。もはやお金に豊かになっている者は、まことの神様を見る目が開かれません。金持ちが神の国に入るのは、ラクダが針の穴に入るより難しいとおっしゃったでしょう。金持ちがだめという意味ではありません。人間が神様から離れて原罪の罪を抱えている以上、それを解決しない限りは、経済の豊かさはあればあるほど神に敵対する方向に流れるしかありません。だから、神の御怒りを買うようなことになるでしょう。
その結果、自分はそういうつもりはないでしょうが、空中の権威を持つ支配者と言われるサタンに従うようになるし、神の御怒りを買うことになるのです。よく覚えていてください。善良な市民でも同じです。これに釘を刺しましょう。皆さんが神の恵みによって神の例が宿る尊い神様の子ども、またこの世の中に対して皆さんだけが唯一の希望として立たされているのに、このような考え方が変わらないと、その効果が現れません。皆さんがだめだからではありません。もうすでにキリストが血を流されて、皆さんひとりひとりを新しい被造物につくり変え、十分に世の中を助ける存在として皆さんを整えていらっしゃいます。ただ私たちの心の中に昔のままの思いがあって、経済の豊かさこそが人生の豊かさだという思いがあるから効果が現れないのです。それを今日限り取り換えてください。人生の豊かさは経済にあるものではありません。
結論です。まことに豊かな人生というものは、肉体的な裕福さにあるのではなくて、神から与えられるまことのいのちを得るときに与えられるものです。つまり、まことのいのちが得られるというのは、滅びの人生から抜け出すことです。実は、経済がどうのこうのという前に、エペソ2：1に書いてあるように皆が自分の罪過と罪の中にあって死んでいる者であり、その結果、空中の権威を持つ支配者に従い、世の流れに従うしかなく、その世の流れは神とは反対の方向に行くことです。神様を認めない流れです。その流れに一緒に流れた結果、エペソ2：3に書いてあるように、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれるしかないのです。この滅びの人生から抜け出すことです。そして、まことの創造の神様と出会って一緒になることをまことのいのちを得られるというのです。人間は創世記1：27に書いてあるように、神のかたちに造られたもので神様と一緒でない限りは、そこに幸せも安らぎも豊かさ菜なども存在しません。パスカルが言いました。人間の心には大きな穴が空いていて、底は神以外には埋められないのだと。他のものでは何を入れても、たとえそれが経済の豊かさであっても、のどが渇いたときに海水を飲むのと同じようなもので、余計に渇くだけなのだと言っています。人間はそういう存在です。それで神様は、まことの豊かな人生を取り戻すために、この滅びの人生から抜け出してまことの神様と出会うことのために、神様がキリストを世に送ってくださいました。キリストだけがそのいのちの主です。「わたしは道であり、真理であり、いのちなのです」。今日の聖書から申し上げますと、洪水によってすべてが滅ぼされるときに、箱舟の中に入っている者はみな助かりました。その箱舟がキリストを意味するのです。キリストだけがどうにもならない、防げない、襲いかかってくる人生から助かる唯一の道なのです。そこにのみ、まことの豊かな人生があります。そして、感謝なことに、このキリストが世に来られました。イエス様がそのキリストです。

もう一度言います。イエス様は、おっしゃいました。「わたしは道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通してでなければ、だれひとり父のみもと来ることはありません」。そして、もう一回おっしゃいました。「まことに、まことに、あなたがたに告げます。わたしのことばを聞いて、わたしを遣わした方を信じる者は、永遠のいのちを持ち、さばき に会うことがなく、死からいのちに移っているのです」。イエス様が水からおっしゃいました。私が世に来たのは、あなたがたにいのちを与えて、それを豊かにするために来たのだと。わたしを通して出入りする者は、豊かに飲み食いすることができるとおっしゃっているわけです。つまり、まことの豊かな人生は、イエス・キリストを信じるときに与えられるものです。だれであれ今すぐ十字架で死ぬ間際の人間であっても、イエス・キリストを信じると、その人の滅びの人生は終わり、災いの人生が終わり、それからその人はいのちが与えられ、世界で一番豊かな人生に作りかえられます。肉体的にまた環境の面で、経済の面において、すぐに豊かにならなくても、それと豊かな人生とは関係ありません。キリスト、イエスが豊かな人生です。イエス・キリストを持っているか持っていないかによって、豊かな人生なのかそうでないかが分かれるのです。そして、キリスト、イエスを受け入れているものであれば、今刑務所の中に入っていても天にある霊的なすべての祝福をいただいている豊かな者であるし、刑務所の中でも富んでいるときでも貧しいときでも健康なときでも病気なときでも関係なく、私はいつも満足できる。これこそが豊かな人生です。イエス・キリストを受け入れると、皆がそのような人生に変えられます。どれほどでしょうか。力もない権力もないお金もない背景も何もないにもかかわらず、地の果てにまでイエスの証人になるくらい豊かな人生になります。皆さんの他に、皆さんの周りの人々を助けることができる者はいません。イエス・キリストを受け入れた瞬間、ひとりひとりはそれほど豊かな人生に作りかえられているのです。だから、豊かな人生を求めるのではなくて、自分が今キリストにあって豊かな、豊かな人生だという確信をもって、それを掘り探って味わうことが大切です。Ⅰペテロ2：9には、私たちのことを王である祭司と言っています。
メッセージをまとめましょうか。神様は、今礼拝をささげている兄弟姉妹の皆さんが、刻印されていることを変えることを望んでいらっしゃいます。特に経済の肉体的な面において裕福なことこそが人生の豊かさであるという図式を全部壊して変えるようにしましょう。キリストが人生の豊かさです。キリストの中にいることが豊かな人生です。たとえお金がなくても、たとえ死の影の谷を歩くことがあっても私には乏しいことがありません。主がともにおられるから。創造の神様がいつまでもともにおられる者ですから。それがどういうことなのかご存知でしょうか。世界を変えることができるほど、皆さんの家系のすべてのろいを断ち切ることができるほどの豊かな、豊かな人生に作りかえられたということです。人生の方向をまずは修正していただきたいと思います。経済の豊かさを求める前に、イエス・キリストを受け入れることによって、災いの人生から真に豊かな人生に変えられることが第一です。それから、イエス・キリストを受け入れた方は、先ほども申し上げましたように、キリストの中にある豊かさをこれから掘り探って調べて見つけだすようにしてください。そして、何かを狙って求めるのではなく、キリストの中にある十分な豊かさを自分のものとして味わうようにしましょう。どれほど味わえばよいでしょうか。その物差しみたいなものは何でしょうか。皆さんがなるほど、これから他に求めるのはないのだね。神の国と神の義を第一に求めるべきなのだねという自覚が持てるまで、皆さんが味わえばよいです。他に求める必要はありません。神の国を求めればいいのですね。それを求めることしかないのだねと思うほど私たちは豊かになっているのです。それをぜひ味わうようにしていただきたいと思います。

最後に、もしそういうことであれば経済とはいったい何なのでしょうか。経済観というものを改めないといけません。ここで細かく全部は説明できません。でも、まずその刻印を修正して、そうならば経済に対して改める必要があるでしょう。今から勉強している学生さん、レムナント、これから就職して自分の手でお金を稼ぐようになるでしょう。お金を稼ぐ理由は、最初から献金するためにお金は存在するのだという意識を持ってやってください。「ええ、教会に全部献金しますか」。ここで献金というのは、神の国と神の義のために使うということです。そのために経済が存在します。ご飯はいつどのように食べますか。その中に全部入っています。そういう心配はしないように。基本、クリスチャンは経済に対して、正しい経済観を持っていないといけません。そうでないと、イエス様がおっしゃっているように、お金と神様との両方に仕えようとすると、神が二つになるから無理です。経済が必ず神になります。そうすると、災いに遭います。経済は神ではありません。私たちの人生を豊かにしてくれるものではありません。経済は神の国と義のための道具です。私たちはそのお金によって豊かになったり貧乏になったりするものではありません。キリストによって豊かな者であり、いつまでたってもどんなに状況や環境が変わろうが、私たちは豊かに、豊かに生きることができる存在です。それを逃すことがないようにしてください。それでこれから皆さんは、正しい意味で神様が備えていらっしゃる経済の祝福の主人公になるようにしてください。災いの素になる経済ではなくて。
(祈り)

恵み深い天の父なる神様。サタンは神から離れている私たちにあらゆる偽の神を作りだして惑わしています。その中のひとつが経済であり、経済そのものが神格化されているこの時代を私たちは生きています。そして、それがいつのまにか私たちに刻印されていますが、今日のノアの時代の神様のみことばを通して、正しい経済観を確立し、そして、豊かな人生はキリストのいのちにあるということをしっかりと受け止めて修正し、正しい経済の祝福の主人公になるようにひとりひとりを祝福してください、経済に捕らわれて奴隷として生きる者ではなくて、経済を支配する真に豊かな余裕のある人生を送るようにひとりひとりをかえりみてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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